
 

 

 

 

 

 

 

第２回市民ワークショップの開催概要「地域への想いを膨らませる」 

第２回ワークショップでは、総勢２０名の方に参加いただき、５つのグループに分かれてグループデ

ィスカッション形式で検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討テーマ① 地域全体で生活が豊かになる空間・サービスのあり方を考えよう         

現在の養父校区（養父市場周辺

地域）での暮らし方を振り返り、

日常生活で利用している場所や

人が集まりにぎわいが生まれて

いる場所を話し合いました。 

養父校区で生活する方々の日

常の行動範囲として、日用品の買

い物や通院、外食、習い事などは

養父市場からも近い「広谷エリ

ア」や朝来市の「和田山エリア」

へ行き、そこで足りない機能やサ

ービスに用事がある場合は「八鹿

エリア」などまで行動範囲を広げ

る方が多い傾向がありました。 

旧養父グンゼ跡地には、地域住

民の利便性向上も目的に、周辺拠

点まで自分で行くことができな

い方への支援や、より身近な場所

でサービスを受けられると良い

機能の導入も検討していきます。  

第２回市民ワークショップの流れ 
 

１．第１回市民ワークショップの振り返り 

２．新しい施設の導入機能案の説明 
 

３．検討テーマ① 

「地域全体で生活が豊かになる空間 

・サービスのあり方を考えよう」 
 

４．検討テーマ② 

「旧養父グンゼ跡地の導入機能の使い方を考えよう」 
 

５．発表 

旧養父グンゼ跡地活用に向けた 
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日常生活の中で利用している場所や人が集まっている場所についての意見は、以下のとおりです。 

買い物等 

【養父市場】日用品を購入できる商業施設がない。 

【八鹿】大型スーパーや銀行など商業施設等が集まっている。 

【広谷】Y タウン（商業施設）がある。 

【配達】コープ（生協）、マックスバリュー、マルコ等の移動販売が実施されている。 

外食 

○外食の際には八鹿か和田山へ行くことが多い。 

○但馬楽座は市民も利用しているが、道の駅やぶの飲食店は観光客向け。 

○居酒屋等の飲食店が少ない。 

通院 
○かかりつけ医は、広谷の Y タウン内のクリニックや養父駅周辺、その他地域の個人病院などが

あり、入院等になるような場合は八鹿病院に行く。 

交
流 

行事 
○区の行事や子ども食堂、男の料理教室などは養父校区自治協議会で開催している。 

○会議等は養父公民館を利用することも多い。 

学習 
○習い事は広谷小学校周辺に多いが、分散している。 

○養父公民館が図書館機能や学習室機能を担っている。大きな図書館は YB ファブにある。 

余暇

活動 

○図書館やホール、スタジオ、その他貸室等を利用する場合は YB ファブを利用する。 

○養父市場近隣の広場でグランドゴルフをしている。近隣自治体のゴルフ場も利用している。 

○やぶこいの街公園は普段の利用は少ないが、子どもがスケートボードなどをしている。 

○コミュニティーセンターやぶも交流施設として利用されている。 

○観光客は道の駅やぶや養父神社に来ている。 

移動手段 ○移動は自動車が中心で、中学生等は自転車も利用している。公共交通機関は利用されていない。 

検討テーマ② 旧養父グンゼ跡地の導入機能の使い方を考えよう               

第１回市民ワークショップの結果を踏まえた旧養父グンゼ跡地導入機能案を基に、「周辺地域ででき

ること」や「養父市場地区内でできると良いこと」を考え、旧養父グンゼ跡地に必要だと考える導入機

能やその具体的な使い方について、意見を出し合いました。 

生活 

利便性 

○日常の買い物（食料品、日用品）ができる機能が欲しい。 

⇒ミニコンビニ、無人店舗、冷蔵宅配ボックスなどのアイデアが出た。 

○遅い時間でも開いている ATM が欲しい 

○通院や買い物に自動車を運転できない交通弱者層（免許返納高齢者や子ども等）への対応が必要。 

⇒配送サービスや出張医療等の移動型サービスの活用やライドシェア、電動レンタルサイクルなど

の交通手段のアイデアが出た。 

○行政機能等の集約化（郵便局、自治協議会、コミュニティーセンター、学校図書館など） 

○駐車場の整備や前面道路の拡幅など、交通利便性を上げる機能。 

観光・ 

地域の 

歴史継承 

○養鯉業や水路は生かしていきたい。 

⇒「帰って鯉プロジェクト」などの既存の取組みや歴史の残る空き家等の資源との連携、鯉料理な

ど、地域の特色を生かした食の提供など。 

○フォトスポットや展望デッキなど、自然や鉄道等の周辺資源を生かした観光スポットの整備 

交
流 

学
習 

○図書館などは充実しているため、導入する場合は専門性の高い書籍を集めるなど、他施設との差

別化が必要。 

○子どもが勉強できる場所があると良い。 

○習い事などが集まる施設ができると良い。 

余
暇
活
動 

○子どもの遊び場 

⇒天候や気温に影響されない施設、自然と触れ合える施設、遊具等が充実した施設があると良い。 

○交流施設 

⇒YB ファブと同様な機能を有する施設は不要。小規模でも住民が集まる場や働く場の他、イベン

トや災害時の活用もできる多目的な広場などがあると良い。 

産業振興 

○研究拠点を誘致する場合、大学等と連携できると良い。学生が宿泊できる設備も備えると良い。 

○地元の雇用を生み出せる施設にすべき。 

○養父で継承されてきた技能の継承や地域で相談できるスペースなど、産業振興に寄与するマッチ

ングや研修機能。 

防災機能 ○災害時の防災拠点としての機能。 

２ 


